
（第２号様式）      

令和７年３月 26 日  
神奈川県教育委員会教育長 殿  

県立あおば支援学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果）  

  

  視点  
４年間の目標  

（令和６年度策定）  
１年間の目標  

取組の内容  校内評価  学校関係者評価  

（３月５日実施）  

総合評価（３月 17日実施）  

具体的な方策  評価の観点  達成状況  課題・改善方策等  成果と課題  改善方策等  

１  
教育課程学習指

導  

一人ひとりの確かな

学びを支えるための

教育課程を編成し、

教育目標の実現に向

け、各教科等の指導

を関連付けながら魅

力ある授業を展開す

る。  

①教育課程の見直しを

図るために、外部講

師を招聘し、助言を

いただきながら、研 

究に取組む。  

  

②一人ひとりに応じた

ＩＣＴを活用した授

業展開ができるよう

研修会を行い、授業

実践を共有し、構築

していく。  

①外部講師を招聘し、

校内研究の進め方につ

いて助言をいただき、

共有理解を図る。  

  

  

②研修会を実施する。  

①外部講師を招聘し、

校内研究の進め方につ

いて助言をいただき、

共有理解を図ることが

できたか。  

  

②研修会を実施するこ

とができたか。  

  

  

  

①外部講師を招聘し助言

をいただいた。各学部

とも、80％以上の職員

が、共通理解を図られ

たと思っている。  

  

②研修会を実施し、高等

部教員の 84％が ICT を

活用した授業実践を共

有できたと思ってい

る。  

①今年度は、試行

的な取組み。次年

度以降は本格実施

となる。引続き外

部講師を招聘し、

取組む。  

②引続き研修会を

行い、スキルアッ

プを図る。  

①外部講師を招聘

し、取組む。  

  

  

  

  

②研修会を行い、ス

キルアップを図

る。  

①外部講師を召喚

し助言をいただい

たことで、スター

トをきることがで

きた。  

  

②研修会を実施し

たことで活用が進

んだ。まだ、十分

とは言えない。  

  

①共通理解を図り

ながら進めるた

めに、外部講師

を召喚し取組

む。  

  

②引続き研修会を

行い、スキルアッ

プを図る。  

２  
（幼児・児童・）

生徒指導・支援  

個別教育計画の作

成・運用システムを

構築し、一人ひとり

の教育的ニーズに応

じた指導・支援の充

実を図る。  

①児童・生徒のアセス

メントをとり、児童

生徒の実態に反映さ

せながら、指導に取

組む。  

 

②意思決定力の大切さ

を理解し、児童生徒

が選択できる量や質

を高めていく。  

①児童・生徒のアセス

メントをとり、児童生

徒の実態に反映させ、

指導に取組む。  

  

 

②意思決定支援につい

ての研修会を実施す

る。  

①児童・生徒のアセス

メントをとり、児童生

徒の実態に反映させ、

指導に取組むことがで

きたか。 

  

②意思決定支援につい

ての研修会を実施する

ことができたか。  

①アセスメントと実態へ

の反映はなされている

が、指導が不十分だと

思っている。全職員の

80％は、取組めたと思

っている  

②研修会を実施し、意思

決定の大切さを理解し

選択できる質や量を高

めることができたと全

職員の 

93％が思っている。  

①アセスメントの

結果を指導に十分

活かしきれていな

い。研修会が必要

だと考える。 

  

②意思決定支援の

研修会は引継続き

行う。  

①次のステップに進

むためには、研修

会が必要なのでは

ないか。  

  

 

②意思決定支援で大

切なことは、様々

な経験をするこ

と。その上で、選

択できるようにし

ていく。  

①アセスメントは実

施できたが、上手

く活用できていな

い。  

  

 

②研修会を実施し、

意思決定の大切さ

を理解し選択でき

る質や量を高める

ことができた。  

①活用できる研修

会が必要であ

る。  

  

  

 

②研修会は継続し

て行う。  

  

３  進路指導・支援  

地域の連携機関との

連携を築き、児童・

生徒が地域で豊かに

暮らし働くことにつ

ながる指導・支援を  

展開する。  

  

①児童生徒一人ひとり

が様々な場面で支援

を受けながら主体的

に取組み、自信が持

てる教育を推進す

る。  

  

  

  

②家庭、関係機関と連

携し、切れ目ない支

援体制を構築する。  

①児童生徒が主体的に

取組めるよう教員一

人ひとりが支援方法

を考える。  

  

  

  

  

  

②個別面談等を通して、

職員一人ひとりが、支援

について考え、校内組織

を活用して取組む。  

①児童生徒が主体的に取

組めるよう教員一人ひと

りが支援方法を考えるこ 

とができか。  

  

  

  

  

  

②個別面談等を通し

て、職員一人ひとり

が、支援について考

え、校内組織を活用し

て取組むことができた

か。  

①全職員の 97％が支援方

法を考えることができ

たと思っている。  

【保】学校は、一人ひと

りの実態把握を深め、

教育的ニーズに応じた

指導や支援（教材の工

夫など）を行っていま

すか。91％が肯定的  

②全職員の 90％が支援に

ついて考え、校内組織

を活用して取組むこと

ができたと思ってい

る。  

【保】学校は、保護者か

ら受けた相談などに対

して (個別面談、電話

相談など)、解決に向け

て取り組んでいます

か。96％が肯定的  

①支援方法の実践

の研修会を行う。  

  

  

  

  

  

  

  

②校内組織を活用す

る前に、クラスや

学年会で児童生徒

について話し合

い、一人ひとりの

スキルアップを図

る必要がある。  

①支援方法の実践の

研修会を行う。  

  

  

  

  

  

  

  

②校内組織を活用す

る前に、クラスや

学年会で児童生徒

について話し合

い、一人ひとりの

スキルアップを図

る必要がある。  

  

①支援方法は行って

いるが、引出しの

広がりが必要であ

る。  

  

  

  

  

  

②校内組織を活用し

て取組むことはで

きているが、活用

前にクラスや学年

での話し合いが不

十分である。  

  

①支援方法の実践

の研修会を行

う。  

  

  

  

  

  

  

②事前にケース会

議簡易シート等

を使い、クラス

や学年で話し合

う。  

  

 



  

  

  視点  
４年間の目標  

（令和６年度策定）  
１年間の目標  

取組の内容  校内評価  学校関係者評価  

（３月５日実施）  

総合評価（ 月 日実施）  

具体的な方策  評価の観点  達成状況  課題・改善方策等  成果と課題  改善方策等  

４ 地域等との協働 共生社会の実現に向

け、地域が積極的に

学校運営に参画し、

学校で、地域で「と

もに学び、ともに楽

しみ、ともに喜ぶ」

教育活動を創造・展

開する。  

 

①地域の資源を活用し

た授業を展開すると

ともに、教育課程で

の位置づけを明確に

する。  

 

 

 

  

 

②スポーツフェスタ、

あおばフェスタの行

事の在り方を検討す

る。  

①-1 地域の資源を活用

した授業を行う。  

  

  

  

  

  

①-2 校内研究の中で整

理していく。  

 

②保護者や地域の方の

参加方法について検討

する。  

①-1 地域の資源を活用

した授業を行うことが

できたか。  

   

  

  

 

①-2 校内研究の中で整

理することができたか。  

 

②保護者や地域の方の参 

加方法について検討す

る。  

  

①-１全職員の 88%の職員

ができたと思っている。  

【保】学校は、居住地交

流や学校間交流などの

交流及び共同学習に積

極的に取組んでいます

か。94％が肯定的  

①-2全職員の 76%が肯定

的であるが、整理でき

ていない。 

②スポーツフェスタにつ

いては、次年度実行委

員会を立ち上げ、再来

年度地域に移行するた

めの準備を行う。  

①-1地域貢献活動

一覧表を更新し活

用できるようにす

る。  

  

  

  

①-2 引続き校内研

究の中で取組んで

いく。 

②実行委員会を立

ち 上 げ 準 備 を 行

う。  

①-1 学校に協力して

いるボランティアに

アンケートを取って

いるので、共有でき

るとよい。  

  

  

①-2 引続き校内研究

の中で取組んでい

く。 

②実行委員会を立ち

上げ準備を行う。  

①-1地域貢献活動

はできているが、

一覧表が更新され

ていない。ボラン

ティアの意見を活

用できていない。  

  

①-2未整理である。 

 

 

②スポーツフェスタ

については、方向

性を決めることが

できた。 

 

①-地域貢献活動

表を更新すると

ともに、活動終

了ごとに、ボラ

ンティアの意見

を取入れ、次の

活動に活かす。 

 ①-2 校内研究で取

組む。 

 

②実行委員会を立

ち上げ準備を行

う。  

５  
学校管理学校運

営  

児童・生徒、保護

者、教職員、地域と

誰もが、安全・安心

で使いやすく整った

教育環境の充実を図

る。  

  

  

①仕事の効率化を図る

ために、データと資

料の整理し引継ぎが

できるよう取組む。  

②学校から地域、保護

者への情報発信内容

を整理する。  

  

  

 

③児童生徒の安全を

守るための研修会や

校内会議、Teams 等

を活用し、必要な体

制を周知し、訓練や

緊急シミュレーショ

ンを通して行動の定

着を図る。  

①学部、グループごと

に、使用しないデータ

を消去する。  

  

②現在発信されている

便りの内容を整理し、

発信していく。  

  

  

 

③-1 児童生徒の保健に

関する研修会を実施す

る。  

  

③-2 避難訓練やシェイ

クアウト訓練、捜索訓

練等を行う。  

①学部、グループごと

に、使用しないデータ

を消去することができ

たか。  

②現在発信されている

便りの内容を整理し、

発信することができた

か。  

  

 

③-1 児童生徒の保健に

関する研修会を実施す

ることができたか。  

  

③-2 避難訓練やシェイ

クアウト訓練、捜索訓

練等を行うことができ

たか。  

①データ消去を進めてい

るが全職員の 63％が肯

定的である。  

  

②保護者、地域の方にア

ンケートを実施し、内

容を変更し発信するこ

とができた。  

  

 

③-1研修会を実施するこ

とができた。  

  

  

③-2訓練を実施し、全職

員の 96％が緊急時の動

きを身に付けられたと

思っている。  

①引続きデータの

整 

理に取組む。  

   

②ホームページの

内容と発信の手続

き（誰が作成し発

信するのか）を検

討する。  

 

③-1本校の手引き

やガイドラインを

必要に応じて改定

し周知を図る。  

③-2物品移動を含

めた避難訓練が必

要である。  

①データ整理日の設

定、実施の有無の

チェック機能が必

要である。  

②ホームページの内

容と発信の手続き

（誰が作成し発信

するのか）を検討

する。  

 

③-1 本校の手引きや

ガイドラインを必

要に応じて改定し

周知を図る。  

③-2 地域の避難訓練

に引続き参加して

ほしい。  

①データは整理さ

れ 

つつある。  

   

②便りの内容を変

更し、発信するこ

とができた。ホー

ムページの内容を

見直す必要があ

る。  

③-1周知すること

はできたが、毎年

内容が変更され伝

える必要がある。  

③-2緊急時の動き

を身に付けること

はできた。避難訓

練では、児童生徒

の避難で終わって

いるが、物品の移

動を含めた様々な

係の動きを行った

ことがない。  

①引続きデータの

整理に取組む。  

  

  

②ホームページ内

で、学校の様子

の何をどのよう

な手続きで進め

るか検討する。 

  

③-1 引続き実施

する。  

  

  

③-2 夏季休業中

に、職員だけ

で、物品を移動

する訓練を計画

している。  

  

  


